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はじめに 

 
 価値観やライフスタイルの多様化などにより、「食」に関しても大きな変化が
生まれています。忙しさなどを理由に朝食を取らない若者が増加してきたり、
過度のダイエットのために食事を抜くなど健康に重大な影響を及ぼすようなこ
とも生まれてきていることに危惧しています。 

また、共に食事をとりながらコミュニケーションを図ることが「食育」の原
点と言われていますが、気兼ねなく一人で食事ができるのが良いという事で、
大学の学生食堂での「ボッチ席」、焼肉店での「一人焼肉」など一人で食事をと
ることのできる環境が作られてきているのも現実です。 

そこで、少し前までの日本の食卓の様子を思い浮かべると、家族全員がちゃ
ぶ台を囲み「いただきます」の挨拶のもとに食事を始めていたのではないでし
ょうか。そして、家の周りには田畑や家畜小屋など、命ある食材の姿を見るこ
とも可能な環境だったのではないでしょうか。命あるものを「いただきます」
ということで食材への感謝も表していたと思います。 

しかし、現在は調理・加工された食材がいつでも手軽に手に入るようになり
魚が切り身で泳いでいると思っている子どもがいると言う、笑えないような話
を聞くこともあります。手作りによる本来の食材の美味しさ、旬の食材の美味
しさを忘れてはならないと思います。食べ物への感謝の気持ちや、食文化や食
事のマナーなどを思い起こし、食べることが生きるための基礎であることをも
う一度見直す必要があるのではないでしょうか。 

本町では「長沼町スローフード宣言」をして様々な分野で「食育」に関する
取り組みを行ってきましたが、町民の皆様が生涯にわたる健やかな暮らしを実
現するためにこれまでの取り組みと、国や北海道の推進施策を踏まえ「長沼町
食育推進計画」を策定し「食」を通しての健康づくり・人づくり・地域づくり
を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

                      
                      平成２８年 ３月 

                       

                      長沼町長  戸川 雅光 
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第１章 計画策定に当たって 
１ 計画策定の趣旨 

食育とは、生きる上での基本であり、知育・徳育及び体育の基礎となるべきものと

位置付けるとともに、様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践できる人間を育てることとされています。 

生涯を通して明るく充実した生活を送るためには、食事や運動等、健康的な生活習

慣を身につけ、生活習慣病を予防することが重要です。中でも、次世代を担う子ども

たちの食生活は、心身の成長だけではなく、基本的な人格の形成にも大きな影響を及

ぼします。しかし、近年では、子どもたちだけでなく親世代にも食生活の乱れが生じ

ており、大人を含めた「生涯食育」が必要になってきています。 

国では、近年の食をめぐる状況の変化に伴う様々な問題に対処していくため、食育

に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、現在及び将来にわたり健康で文化的な国

民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与することなどを目的として「食育基本法」

を平成１７年６月に制定し、同年７月に施行しています。 

食育基本法では、内閣府に設置される食育推進会議が食育推進基本計画を作成する

ことについて定められており、これを受けて平成１８年３月に「食育推進基本計画」

が策定されました。その後、平成２８年３月には、第３次食育推進基本計画が策定さ

れています。 

都道府県において「都道府県食育推進計画」を、市町村においては「市町村食育推

進計画」を作成するよう努めなければならないとされています。 

長沼町では平成１６年１２月に「長沼町スローフード宣言」をしており、これまで

も、教育・農業・保健・福祉等のそれぞれの分野で「食育」に関する取組が行われて

きましたが、町民が健全な心身を培い、豊かな人間性を育むには、何よりも「食」が

重要であるとの認識から、これらの取組を連携させ総合的に「食育」を推進するため

「長沼町食育推進計画」を策定することにしました。 

 
               （グリーン・ツーリズム:農業体験） 
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２ 計画の位置付け 
本計画は、食育基本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画として位置付け、

平成２８年３月策定の「第３次食育推進基本計画」と平成２６年３月策定の「北海道

食育推進計画（第３次）」を基本として、町民がより健康的な食習慣を身に付け、健康

の保持・増進が図られるよう策定しました。 

本計画と食育に関する他の計画との関係を示したのが下図であり、これらの計画な

どと連携を図りながら総合的な食育を推進します。 

 

計画の位置付けと主な関連計画との関係 

 

食育基本法 

 （Ｈ17年 6月制定） 

 

             食育推進基本計画     第 1次食育推進基本計画 

             （国）（法第 16条）    （H18年 3月策定） 

                          第 2次食育推進基本計画 

                          （H23年 3月策定）  

                          第 3次食育推進基本計画 

                          （H28年 3月策定）  

                                    ↓ 

食育推進計画       北海道食育推進計画 

              （都道府県）（法第 17条）   どさんこ食育推進プラン（Ｈ17年 12月策定） 

                               第２次北海道食育推進計画（H21年 12月策定）     

                          第３次北海道食育推進計画（H26年 3月策定） 

 

                                           ↓ 

             食育推進計画        長沼町食育推進計画 

            （市町村）（法第 18条） 

                                     

                                      

  第５期長沼町総合振興計画           第２次 健康ながぬま２１  

  （H23年 3月策定）               （H25年 3月策定） 

第２期 長沼町生涯学習推進計画 

                           （H23年 4月策定）                
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３ 計画の期間 
この計画は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間とします。 

なお、社会経済情勢の変化等によっては、必要に応じた見直しを行うこととします。 

 

４ 計画の推進体制 
地域の特性を生かした食育を推進するためには、家庭、保育園・学校（幼稚園含む）、

地域、生産者・事業者、行政等、様々な場において、総合的に進める必要があります。 

町では、教育、農業、保健、福祉などの様々な分野の取組を連携させ、総合的に「食

育」を推進するため、関係各課が共通認識を持ち、横断的な推進体制を整備する中で、

計画を進めていきます。 

 

第２章 食育をめぐる現状と課題 
１ 長沼町の概要 

長沼町は石狩平野の南端部にあり、札幌市から３２km の都市近郊に位置します。 

町域は東西に１５．５km、南北に２１．１km、総面積が１６８．５２k㎡を有する町

です。 

     

（１）人口と世帯 

 長沼町の人口は近年緩やかな減少状態にあることに対して世帯数が増加している

ことから、一世帯の世帯員が減少していることが分かります。 

 年齢別人口の推移では、０～１４歳は減少、６５歳以上は増加しており、少子高

齢化が現れています。 
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資料：H2～H22 国勢調査・H27 は 12 月末長沼町資料 
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（２）産業 

○産業別就業人口 

産業別就業人口率の割合は、第１次産業が減少、第３次産業の増加が表れています。 

資料：国勢調査 

 

長沼町は、都市近郊型の田園地域であるとともに、道央地域の食料基地としての役割

を担い、次の表にあるとおり北海道内で生産できるほとんどの作物は本町で作付されて

います。中でも大豆・長ねぎ・白菜・ブロッコリー等は、道内有数の生産地となってい

ます。 

 また、札幌市から３２km、北海道の空の玄関千歳市とも隣接している恵まれた立地条

件を生かし、観光と直売の取組を積極的に進めており、町内には農業者の団体が経営す

る数多くの「農産物直売所」があり、消費者に顔の見える安全で安心な農産物を提供し、

好評を得ています。 

    
     （マオイの丘公園直売所）            （マオイの丘公園直売所） 
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○長沼町の農業統計（平成 27 年度版） 

 計 田 
 

畑 備考 
本地 

耕地面積 
11,200ha 9,030ha 8,620ha 2,210ha H26 

（29 位） （4位）    

 

作物名 作付面積 収穫量 備考 

水稲 2,260ha （16 位） 12,100t （18 位） H26 産 

小麦 2,680ha （14 位） 11,700t （15 位） H26 産 

大豆 2,450ha （1 位） 6,010t （1 位） H26 産 

そば 310ha （16 位） 157t （22 位） H26 産 

小豆 52ha （62 位） 66t （62 位） H25 産 

馬鈴薯 112ha （58 位） 3,440t （58 位） H25 産 

長ねぎ 99ha （3 位） 1,510t （4 位） H25 産 

白菜 77ha （2 位） 2,390t （2 位） H25 産 

ブロッコリー 126ha （5 位） 1,120t （4 位） H25 産 

トマト 40ha （5 位） 2,160t （8 位） H25 産 

たまねぎ 288ha （11 位） 11,200t （10 位） H25 産 

キャベツ 19ha （19 位） 547t （23 位） H25 産 

スイートコーン 119ha （27 位） 1,020t （34 位） H25 産 

アスパラガス 17ha （22 位） 45t （23 位） H25 産 

かぼちゃ 63ha （36 位） 704t （39 位） H25 産 

注１：上記数値は、農林水産省統計部「作物統計調査」に基づく。 

注２：統計数値公表時期の関係で、馬鈴薯、野菜については前々年産を掲載。 

注３：（ ）内は全道 179 市町村中の順位。 

注４：公表数値は四捨五入の関係で田畑面積計が耕地面積計と一致していない。 

 
２ 食生活と栄養バランス 

近年、就業形態の多様化といった社会経済構造の変化や国民の価値観の多様化に伴

って、食の簡素化や外部化が増えるなど、食の多様化が進展してきました。その結果、

栄養の偏りや食習慣の乱れに起因する肥満や生活習慣病の増加、あるいは過度の痩身

等といった様々な問題が起きています。それらを全て短期間に解決することは困難で

すが、平成２３年３月１１日の東日本大震災後の原子力発電所事故をきっかけとした
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食の安全安心に対する意識の高まり等、社会情勢の変化を読み取りながら、粘り強く

食育に取り組んでいくことが必要です。 

 

○朝食の欠食状況 

 朝食の欠食状況は、成人男性・女性とも若い年齢層の欠食率が高くなっています。 

また、児童、生徒にも朝食を欠食している人がいます。 

 

＊小学６年生・中学３年生：平成２６年度全国学力・学習状況調査 

＊成人：平成２６年度生活習慣病予防検診・特定健診受診者 

朝食の効果を理解し、欠食率を減らすとともに、朝食の内容についても考える必要

があります。脳のエネルギー源であるブドウ糖はご飯やパンに含まれていますが、お

にぎりや菓子パンだけを食べても脳の働きは上がりません。ブドウ糖の代謝に必要な

「リジン」や「ビタミンＢ群」という物質が必要です。つまり、主食（ごはん・パン）

の他に主菜（肉・魚・卵・大豆製品・乳製品）や副菜（野菜・果物）を一緒に取るこ

とが必要です。 
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【体格】 

乳幼児 

 生後４か月から３歳児までの平均のカウプ指数をみると、どの月齢も国の平均よりも多

い状況です。月齢が上がるとともに国と同じように下がっています。 

 

【男子】               【女子】 

  

（長沼町は H26 年度、全国は H25 年度の乳幼児健診のデータ） 

 

 

 

子どもの肥満度の比較  

長沼町の平均をみると、５歳児は国・北海道の平均以下です。小２からは、国・北海道

の平均を上回り、特に男子では小３が北海道の平均を５％以上上回っています。女子では、

小３・小４・中１・中３が国・北海道の平均を大きく上回っています。 

   

（5歳児は中央長沼保育園、小学生は長沼中央小学校、中学生は長沼中学校のデータ） 

 

 

 

 

カウプ指数=体重(㎏)÷身長(cm)2×104 

13 未満(やせ)、13～15 未満(やせぎみ)、15～18 未満(正常)、 
18～20 未満(肥満ぎみ)、20 以上(肥満) 

肥満度 [％] = （実体重－標準体重）÷ 標準体重 ×100  
幼児では、肥満度 -10％ ～ +15％未満が標準、15%以上は太りぎみ、20%以上はやや太
りすぎ、30%以上は太りすぎとされ、学童では、肥満度 -20％ ～ +20％未満が標準、20％
以上を軽度肥満、30%以上を中等度肥満、50%以上を高度肥満 
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成人 

 肥満者の割合は、男女とも国と比較して多い状況です。 

 

      （H26 特定健診受診者） 

 

特定健康診査の結果については、ＢＭＩや腹囲が基準値を超えている者が多く、これら

は摂取エネルギーの過剰など、食生活との関連が深くなっています。 

健康の保持・増進、生活習慣病の発症・重症化予防のため適切な食生活を送るよう努め

ることが重要です。 

 

３ 長沼町における食育の現状 
長沼町では、平成２５年度から平成３４年度までの１０年間を計画期間として「健康

ながぬま２１（第二次）」を策定し、がん、循環器疾患、糖尿病、歯・口腔、栄養・食

生活、身体活動・運動、飲酒、喫煙、休養、こころの１０の分野別に町民、関係団体、

行政が一緒になって取り組むことで、町民の健康づくりを進めています。 

 平成１９年度から平成２４年度までの前計画期間（第一次）における評価では、当初

設定した目標に対して、町民の取組や成果がみられつつあると評価し、健康増進は、最

終的には個人の意識と行動の変容に関わっていると捉え、第二次計画においては、それ

を支援するための具体的な取組を推進するとともに、長沼町食育推進計画を策定して食

育に対する取り組みを強化します。 

 

 

 

 

 

ＢＭＩ＝体重(㎏)÷身長(ｍ)２ 
18.5 未満＝痩せ 
18.5～25 未満＝普通 
25～30 未満＝肥満Ⅰ 
30～35 未満＝肥満Ⅱ 
35～40 未満＝肥満Ⅲ 
40～∞＝肥満Ⅳ 
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第 3章 食育の推進方向 
１ 食育推進の基本理念 

 
町民一人ひとりが、いつまでも健康で豊かに暮らすまちづくり 

 

栄養・食生活は、生命を維持し、子どもたちが健やかに成長し、また、人々が健康

な生活を送るために欠くことのできない営みであり、多くの生活習慣病の予防の観点

から重要です。同時に栄養・食生活は社会的、文化的な営みでもあります。 

長沼町でも自然環境や地理的な特徴、歴史的条件があいまって、地域の特色ある食

文化を生み出し、正しい食生活の習慣を作り上げていきます。 

 
２ 食育推進の目標 

長沼町の食育の現状を踏まえて、町民が規則正しい食習慣を身に付け、様々な食に

関する体験を通して食の大切さや感謝の気持ちを育むとともに、地産地消により豊か

な食生活を実践するなど、地域の全ての人が食育に取り組むよう、次のように目標を

設定しました。 

（１） 規則正しい食習慣を身に付ける 

（２） 食の大切さと感謝の気持ちを育てる 

（３） 地産地消による豊かな食生活の推進 

（４） 日本型食生活の推進 

    

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食生活の変化と健康への影響】 

道民成人の肥満者の割合は全国平均より高く、２０代女性の「やせ」の割合 

は増加しています。栄養バランスでは道民は脂肪エネルギー比率の適切な 

比率を超過しています。 

また、２０代の成人でも朝食を食べない人たちが増えてきています。朝食を食

べないと次のような影響が出てくるのでしっかりと朝食を取りましょう。 

・脳のエネルギー不足により、集中力が無くなりイライラしやすくなる。 

・体温が上がらず体が目覚めていない状態が昼食まで続く。 
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３ 食育の推進体系 

食育推進計画を通じて実現を目指す町の「将来像」 

 

町民一人一人がいつまでも健康で豊かに暮らす 

     

【目標】 

 

  １ 規則正しい食習慣を身に付ける 

○ 食習慣のリズムを整えましょう 

○ 「早寝・早起き・朝ごはん運動」を推進しましょう 

○ 栄養バランスを改善しましょう 

 

２ 食の大切さと感謝の気持ちを育てる 

○ 家族や仲間と楽しく食事をしましょう 

○ 自然の恵みに感謝して食べましょう 

○ 食の情報を正しく知るようにしましょう 

 

３ 地産地消による豊かな食生活の推進 

○ 食に関する知識を習得し食材を選ぶ力を養いましょう 

○ 食事作り等を通して食に関する意識の向上を図りましょう 

○ 地元食材の旬を知り、味覚を育てましょう 

 

４ 日本型食生活の推進 

○ ご飯を主食とするバランスのとれた健康的な食生活を心がけましょう 

○ 郷土料理や行事食を大切にしましょう 

○ 普及や啓発に努めましょう 

 

 

 

 
 
 
 
 

【食と健康について】 

・炭水化物をとらない過度のダイエットは禁物です。 

・野菜をたくさん食べて生活習慣病の予防に心がけましょう。 
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第４章 連携・協働による食育の推進 
食育を推進するためには、家庭、保育園・学校（幼稚園含む）、地域、生産者・事業

者、行政等が連携・協働し、様々な場において食育の取組を進めることが重要です。 

 

 

 

  地域の全ての人が取り組む食育 
 

                    

                     

                    

                          

                  

    

                                             

          

 

 

 

１ 家庭の役割と取組 
○ 食生活の基礎的な習慣を身に付ける 

・朝食をしっかり食べる習慣を身に付ける。 

○ 家族と一緒に地元食材や食文化の基礎に触れる 

・孤食を解消し、食の楽しさの意識を育てる。 

・親が子どもに食事のマナーを教える。 

・正しい姿勢、箸の持ち方、配膳、後片付け等を教える。 

２ 保育園・学校（幼稚園含む）の役割と取組 
○ 食生活に必要な正しい情報を伝える 

・保護者に栄養バランスの大切さについて理解してもらう。 

・箸の使い方、食器の並べ方、話題の選び方など食事のマナーを伝える。 

○ 同年代の中で地元食材や食文化の基本を理解してもらう   

・学校給食で地元食材を利用する。 

・協力して食事の準備や後片付けができたり、マナーを考えたりすることは、相手

を思いやることであり、楽しい食事につながることに気付けるよう支援する。 

生 産 者 ・

事業者の役割

 

地域の役割 

保育園・

学校の役割

 

家庭の役割

 

行政の役割

連携・協働 

食
育
を
通
じ
て
、 

「
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
」
を 
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３ 地域の役割と取組 
○ 食への関心を高める機会を設ける 

・地元食材による料理教室を開催する。 

○ 多様な世代の中で地元食材や食文化への理解を深める 

・地域イベント等で食文化を伝える。 

４ 生産者・事業者の役割と取組 
○ 食への知識を深める機会を設ける 

・食に関する学習の機会を提供する。 

○ 安全安心な食材の供給に努める 

・地元食材の積極的な供給や情報の提供に努める。 

５ 行政の役割と取組 
○ 各主体の連携を図り、総合的な食育の推進に努める 

・食育に関する事業の実施、情報提供や啓発活動を行う。 

 
 
第５章 ライフステージごとの食育の推進 
食育の推進には、人のライフステージに応じ、それぞれに目標を掲げ、取り組んでいく

視点も必要です。 

 町民が心身の健康を確保し、生涯にわたって元気ではつらつと暮らし、活力ある地域社

会を実現するために、人のライフステージを乳幼児期から高齢期までの６段階に分けて、 

Ａ：食を通した健康の維持・増進、Ｂ：地域に根ざした食関連産業への理解と支援、Ｃ：

環境の保全・食文化の継承の観点から「目指す姿」を示します。 

 
 

A：食を通した健康の維持・増進 
B：地域に根ざした食関連産業へ

の理解と支援 

C：環境の保全・食文化の継承の

観点 

乳
・
幼
児
期
（
０
〜
５
歳
） 

○
食
の
基
礎
を
作
る
時
期 

・生活リズムを整え好き嫌いな

く食べることができる 

・食べることへの興味や関心を

持つことができるようにする 

・収穫体験等を通して食べ物に

触れるようにする 

・食べたいものを増やし、素材

の美味しさを知る 

・家族と一緒に楽しく食事をす

ることができる 

・食事の挨拶をできるようにする 

・食事の手伝いをできるように

する 
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A：食を通した健康の維持・増進 
B：地域に根ざした食関連産業へ

の理解と支援 

C：環境の保全・食文化の継承の

観点 

学
齢
期
（
６
〜
15
歳
） 

○
体
験
な
ど
を
通
し
て
食
生
活
の
大
切
を
学
ぶ
時
期 

・食べ物の働きや適量を知る 

 

・食品の組合せ等栄養バランス

の知識を身に付ける 

 

・食品の産地、栄養、添加物な

どの表示を知る 

・様々な体験により食べ物と自

然を大切にする心を育てる 

・地域の産業や食料の自給率な

どを学ぶ 

・学校給食などを通じ、地産地

消の意義について理解する 

・色々な食べ物を食べて味覚を

育てる 

・旬の素材について知り、美味

しさを味わう 

・食べ物と環境について知り、

残さず食べることができるよ

うにする 

・郷土料理や季節、行事にちな

んだ料理があることを知る 

・家族や仲間と一緒に食べる楽

しさを味わう 

・食器の並べ方など食事のマナ

ーを学ぶ 

・基本的な調理技術を身に付け、

食に関する幅広い知識と関心

を広げる 

青
年
期
（
16
〜
24
歳
） 

○
家
庭
を
持
つ
前
に
、
広
く
情
報
を
取
り
入
れ
、
自
己
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
る
時
期 

・生活習慣病についての知識や

関心を持ち、食事の自己管理

ができるようにする 

 

・栄養バランス、安全な食品、

食品衛生について理解し実践

する 

 

・食品の産地、栄養、添加物な

どの表示を理解し正しい選択

ができるようにする 

・食料の生産・流通から食卓ま

での過程を理解する 

・体験を通じて農業の理解を深

め、生産者との信頼関係を築く 

・地産地消の実践により、生産

者との信頼関係を築くことを

知る 

・体のことを理解し、薄味に心

がける 

・旬の食材について知り、美味

しさを味わう 

・食べ残しを減らし、生ごみの

再利用など食と環境について

考える 

・クリーン農業や有機農業の取

組を知る 

・郷土料理や季節の料理に親しむ 

・周りの人との関わりを持ちな

がら楽しく食べる 

・食品の選び方を知り、調理技

術を身に付け、自分で食事を

作る 

成
人
期
（
25
〜
39
歳
） 

○
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
食
を
楽
し
み
、

病
気
を
予
防
す
る
時
期 

・生活習慣病についての知識や

関心を持ち、食事の自己管理

ができるようにする 

・栄養バランス、安全な食品、

食品衛生について理解し実践

する 

・食品の産地、栄養、添加物な

どの表示を理解し正しい選択

ができるようにする 

・家族などで農林水産業の体験

を行う 

・地域で採れた農産物や山菜な

ど自然の恵みを知り、料理な

どに活用する 

・体のことを理解し、薄味に心

がける 

・旬の食材について知り、美味

しさを味わう 

・食べ残しを減らし、生ごみの

再利用など食と環境について

考える 

・クリーン農業や有機農業の取

組を知る 

・郷土料理や季節の料理に親しむ 

・家族や友人と共に、食事を楽

しむ 
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A：食を通した健康の維持・増進 
B：地域に根ざした食関連産業へ

の理解と支援 

C：環境の保全・食文化の継承の

観点 

壮
年
期
（
40
〜
64
歳
） 

○
食
を
楽
し
み
、
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
次
世

代
へ
の
伝
承
活
動
を
行
う
時
期 

・生活習慣病などを予防し、体

調に合った食生活を実践する 

・栄養バランス、安全な食品、

食品衛生について理解し実践

する 

・食品の産地、栄養、添加物な

どの表示を理解し正しい選択

ができるようにする 

・家庭菜園に取り組むなど食料

の生産・流通から食卓までの

過程を理解する 

・地域で採れた農産物や山菜な

ど自然の恵みを知り、料理な

どに活用する 

・体のことを理解し、薄味に心

がける 

・旬の食材について知り、美味

しさを味わう 

・食べ残しを減らし、生ごみの

再利用など食と環境について

考える 

・クリーン農業や有機農業の取 

組みを知る 

・郷土料理や季節の料理に親し

み、次世代の人々に伝える 

・家族や友人と共に、食事を楽

しむ 

高
齢
期
（
65
歳
〜
） 

○
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
次
世
代
へ
伝
承
活
動
を
行
う
時
期 

・加齢に伴う身体機能の変化を

理解し、体調に合った食生活

を実践する 

 

・栄養バランス、安全な食品、

食品衛生について理解し実践

する 

 

・食品の産地、栄養、添加物な

どの表示を理解し正しい選択

ができるようにする 

・農林水産業に対する理解を深

め、次世代の人々に教える 

・生産者との信頼関係を築き、

地産地消の大切さを次世代の

人に伝える 

・地域で採れた農産物や山菜など

自然の恵みを知り、料理などに

活用し、その方法を教える 

・体のことを理解し、薄味に心

がける 

・旬の食材について知り、美味

しさを味わう 

・エコクッキングや物を大切にす

る心を次世代の人々に伝える 

 

・郷土料理などを次世代の人々

に伝える 

 

・孤食傾向になりやすいため、

家族や友人などと一緒に楽し

く食事する 

 
 
第６章 食育に関する取組の方向 
１ 啓発事業 
（１）長沼町食育推進計画（概要版）を配布し、食育のＰＲに努めます。  

（２）町では、多種多様な農産物を生産していることから、農業体験等（グリーン・ツー

リズム事業）を通して、子どもたちに長沼町の農業の素晴らしさを知ってもらえる

ように努めます。 
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（３）各種情報イベントなどを通して、食に関する知識と理解の醸成を図るとともに、地

場産農産物の活用の促進に努めます。 

（４）各種情報媒体や講習会等を通して食育に関する情報の提供に努めます。 

 

２ 各分野の今後の取組 
長沼町ではこれまでも、健康増進、教育・学習、産業振興などの分野で「食育」に

関する取組を行ってきましたが、長沼町食育推進計画の策定により、より一層、関係

機関・団体とも連携を図りながら食育の推進に取り組みます。 

 

（１）健康増進分野 

  １）保健部門 

私たちが生きる上での営みを日々支える食に対する意識や知識を高め、健全な食生

活・食習慣の実践力を身に付けてもらうために、乳・幼児期から高齢期の各ライフス

テージに沿った取組を、本人や家族に伝え、次の世代へ引き継いでもらうよう取り組

みます。 

 

＊保健福祉課保健係 

○「健康ながぬま２１」に基づき、町民、関係機関、行政が一緒になって取組を進め、

町民の健康づくりに努めます。 

○生活習慣病予防や健康づくりのための知識の習得の機会として成人、乳幼児健診で

の指導や母親学級・離乳食相談等を開催します。 

○子どもを持つ親世代からの健康的な食習慣の確立のために、乳幼児期からの生活リ

ズムや発達段階に合わせた適切な食事の大切さについて伝えます。 

○歯磨きを習慣化してむし歯を予防し噛む力を身に付けさせるために、むし歯や歯周

病予防に関する知識や情報提供を行うとともに、健診や相談を行います。 

○育児サークルや保育園、行政区や老人クラブ等の依頼に応じて、栄養士、保健師が

地域に出向いて、生活習慣病予防や栄養バランス、むし歯予防などの講話を行いま

す。 

○町民自ら取り組む健康づくり活動を推進するために、身近な地域で食や運動に関す

る講座や生活習慣病予防講演会、世代交流などの事業を行って、町民の健康づくり

の機会を提供します。 
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（乳幼児健診）                 （保育園給食風景） 

 

２）福祉部門 

保育園での給食の内容や食育の取組について「給食だより」等で家庭に知らせるこ

とにより、食への関心を高めてもらうよう取り組んでいます。 

また、６５歳以上の方を対象に講座や教室等を開催し、健康及び生活機能の維持、

向上と豊かな食生活が送れるよう取り組んでいきます。 

＊保健福祉課保育園 

○保育園では０歳児から２歳児まで、完全給食（主食・副食）３歳児から５歳児まで、

主食持参給食（副食）とおやつを提供します。 

○保育園の行事（節分、ひな祭り、こどもの日、クリスマス等）には、行事にちなん

だメニューを提供し、また、焼き芋や餅つき等も行います。 

○保育園での給食材料は、できるだけ地元食材を使用し、天然だし及び無添加調味料

により味付けをするなど、安全な食の提供に取り組みます。 

○保育園児に対しては他の乳幼児と一緒に食べる喜びや体験ができるように努めます。 

＊保健福祉課子ども支援係 

○サークル活動を通して、食と楽しく関わる経験や心を親と子どもに育み、また、食

を通じて親子の良好な関係を育むことができるよう努めます。 

○３歳以上の子どもを持つ親と子を対象とし、野菜や米の栽培、親子での調理などを

実施し、積極的に食育に関わるよう、親たちの自主的な活動を促進します。 

＊保健福祉課介護支援係・高齢者支援係                        

○行政区や老人クラブ等の依頼に応じて食事や栄養、口腔ケアや運動、閉じこもり、

認知症予防など、介護予防をテーマに出前講話を行います。 

○高齢者が健やかに暮らすために、栄養バランス、食材の選び方や調理の工夫と口腔

の手入れの重要性を学ぶ機会の提供に努めます。 

○高齢者の健康状態に応じ、栄養面のみならず食全般に関する支援として配食サービ

スなどの事業を行います。 
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（２）教育・学習分野 

１）教育部門 

子どもたちの中には、偏った栄養摂取や朝食の欠食などの食生活の乱れにより、肥

満や過度の痩身の問題が生じています。このため、生涯健康な食生活を送れるよう食

に関する正しい知識と望ましい食習慣が身に付くよう取り組みます。 

＊教育委員会学校教育課・学校給食センター 

○小中学校において、栄養教諭により学校給食を通して、正しい食事のあり方や望ま

しい食習慣を身に付け、食事を通して自らの健康管理ができるよう「食に関する指

導」に努めます。 

○学校給食で使用する米と小麦は長沼産１００％、野菜は地元の複数の野菜生産者グ

ループやＪＡながぬまの協力を得て、年間使用量のうち約４割強長沼町産を使用し

ていきます。 

 

       

    （栄養教諭の「食に関する指導」）           （料理づくり体験学習会） 

 

＊教育委員会社会教育課社会教育係 

○PTA の行事や学校行事を通して親子の触れ合いや、子どもの食への関心を高めるた

めの事業に努めます。 

○自然に親しみながら野外生活や集団生活を体験するため、青少年キャンプの中で共

同調理を行い食への関心を高めます。 

○子どもの生活リズム向上を図るため、早寝早起き朝ご飯の推進、食育に関する啓発

を行います。 

○日常の教育活動を通して、食事の大切さや栄養のあり方、地域の食材を生かした調

理活動について指導を行います。 

○各ライフステージにおいて食育に関する学習や体験等の事業を推進します。                 

○各ライフステージに共通する朝食を大切にした食習慣の定着のために、簡単なバラ

ンスのとれた朝食の調理例など具体的な情報の提供に努めます。 
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（３）産業振興分野 

１）農業部門 

食生活の多様化、食品の消費や供給構造が大きく変化し、日々忙しい生活を送る中

で食事が不規則になるなど、健全な食生活が失われつつあります。また、食を取り巻

く環境の変化から、食の安全性に対する関心も高まっており、食の安全性の確保や理

解の増進を図るよう取り組んでいます。 

＊産業振興課グリーン・ツーリズム推進室 

○農業体験を通して、自然に触れ合い、地元農産物や食の大切さを理解する食育の推

進に努めます。 

○生産、流通、加工、販売などの体験や見学を通して、地元食材や製品の素晴らしさ

を理解してもらうよう努めます。 

○地元食材を利用した料理の周知、情報提供に努めます。 

○グリーン・ツーリズム等を通して、都市と農村の交流を図りながら、地産池消の推

進に努めます。 

・グリーン・ツーリズム 

平成１７年度から開始したグリーン・ツーリズムは、修学旅行生が少人数の班に分

かれて地域の農家に泊まり、受入れ農家で農業体験をし、共同調理で農家が育てた本

物の野菜を味わいます。 

教育旅行で長沼町を訪れる学校は、小学校、中学校、高等学校と様々ですがほとん

どが関東圏、関西圏から来ます。そして、農業の大変さや大切さを体験します。       

 

     

（修学旅行：農家民泊の様子）         （日帰り農業体験：田植えの様子） 
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＊産業振興課食のブランドづくり推進室 

○地元農産物を利用した商品開発プロセスの実証等により、本町ブランド化の推進に努

めます。 

 

２）消費者行政部門 

 長沼町では平成１６年に「長沼町スローフード宣言」を行い、安全で安心な質の良

い農産物の生産者を支え、地産地消の推進と特色のある加工品づくりを推進するとと

もに啓発活動により食の安全安心の周知に努めます。 

 

＊産業振興課食のブランドづくり推進室 

○地元食材を原料とした加工品づくりの取組を支援するとともに、啓発活動により食の

安全安心の周知を図っていきます。 

○地産地消を進めるため、地場産品を積極的に使う店舗等を長沼町地産地消推進店とし

て登録し、その取組を支援します。 

○研究機関や加工業者との連携を図り、地元農産物を利用した加工品づくりを推進して

いきます。 

＊産業振興課商工観光係 

 ○地元事業者との連携を図り、地場産品の普及に努めます。 

     
（回数・人数） 

区分 修学旅行 一般 日帰り農業体験 合計 

1 平成１７年度 1 154 1 11 7 860  1,025 

2 平成１８年度 10 958 7 46 7 957  1,961 

3 平成１９年度 17 2,349 10 106 6 906  3,361 

4 平成２０年度 25 4,190 4 38 7 1,073  5,301 

5 平成２１年度 14 2,223 11 78 6 843  3,144 

6 平成２２年度 25 4,566 12 37 11 1,465  6,068 

7 平成２３年度 24 3,929 4 21 7 1,314  5,264 

8 平成２４年度 22 4,035 5 18 6 1,045  5,098 

9 平成２５年度 20 3,704 3 76 4 480  4,260 

10 平成２６年度 19 3,337 3 20 6 830  4,187 

11 平成２７年度 18 2,983 2 11 5 668  3,662 

    195 32,428 62 462 72 10,441  43,331 
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★数値目標 

指      標 現 状 値 目  標 

朝食を欠食している人の割合 

＊文部科学省「全国学力・学習状況調査」 

＊生活習慣病予防検診・特定健診 

（小６）   ６．６％ 

（中３）   ７．７％ 

20~29歳男性 ４６．２％ 

20~29歳女性 ４５．５％ 

30~39歳男性 ５１．９％ 

30~39歳女性 ２３．８％ 

40~49歳男性 ３０．１％ 

40~49歳女性 １３．１％ 

50~59歳男性 ２１．７％ 

50~59歳女性 １０．９％ 

60~69歳男性  ８．９％ 

60~69歳女性  ４．６％ 

70歳以上男性  ５．１％ 

70歳以上女性  ３．８％ 

（小６）    ０％ 

（中３）    ０％ 

   

 

 

    

 

減少 

学校給食における地場産食品の導入割合 （米・小麦） １００％ 

（野菜）    ４０％ 

現状を下回らない 

現状を下回らない 

ＢＭＩ２５以上の人の割合 

＊国民健康保険特定健診 

（男性）   ４１．５％ 

（女性）   ２７．４％ 

（男性） 減少 

（女性） 減少 

グリーン・ツーリズム受入人数（宿泊・日帰り）H27 ３，６６２人 現状を下回らない 
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長沼町食育推進計画の策定経過 

 
１ 長沼町食育推進計画策定委員会の設置 

  長沼町食育推進計画（素案）内容の検討及び原案作成を行うため「長沼町食育推進計 

 画策定委員会」を設置しました。 

 

長沼町食育推進計画策定委員会設置要綱 

（設置） 

第 1 条 食育基本法（平成 17 年法律第 63 号）に基づき、長沼町の食育推進計画を策定

するにあたり、専門的かつ客観的な立場から幅広く検討を行うため、「長沼町食育推進

計画策定委員会」（以下「策定委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第 2 条 策定委員会は、次に掲げる事項について調査検討し、町長に提言するものとす

る。 

 （1） 長沼町食育推進計画の策定に関する事項 

  （2） その他食育推進に関する事項 

（組織） 

第 3条 策定委員会は、15 名以内の委員をもって組織し、次に掲げる者のうちから町長

が委嘱する。  

  （1） 空知農業改良普及センター空知南西部支所長の推薦する職員 

（2） ながぬま農業協同組合代表理事組合長が推薦する女性部員及び青年部員並びに

職員 

  （3） 長沼町商工会長が推薦する職員 

  （4） 長沼町校長会 

  （5） 長沼町ＰＴＡ連合会 

  （6） 長沼町グリーン・ツーリズム運営協議会  

    (7)  知識経験者 

（8） 長沼町産業振興課長 

(9)  長沼町保健福祉課長 

  （10） 長沼町教育委員会 学校教育課長  

 (11)  長沼町教育委員会  学校給食センター事務長      

（任期） 

第 4 条 委員の任期は、町長の委嘱を受けた日から食育推進計画策定日までとし、委員

が欠けた場合における補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 
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 （委員長及び副委員長） 

第 5条 策定委員会に委員長及び副委員長を置く。 

  ２ 委員長及び副委員長は、委員の互選とする。 

  ３ 委員長は、策定委員会を代表し、会務を総括する。 

  ４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、その職務を代理する。 

（会議） 

第 6条 策定委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。ただし、

第 1回目の策定委員会は町長が招集する。 

 ２ 策定委員会の会議は、原則として公開するものとする。ただし、策定委員会の決

定により、会議の全部又は一部を非公開とすることができる。 

  ３ 委員長は、必要に応じ、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴く

ことができる。 

（資料の提出等の要求） 

第 7 条 委員会は、その所掌事務を遂行するために必要があると認めるときは、関係課

等の長に対し、資料の提出、説明その他必要な協力を求めることができる。 

（庶務） 

第 8条 策定委員会の庶務は、産業振興課において行う。 

（補則） 

第 9条  

  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

    附 則 

この要綱は、平成 25 年 12 月 19 日から施行する。 
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２ 長沼町食育推進計画策定委員会委員名簿 

区分 氏名 所属機関・団体名 

委  員  長 駒 谷 信 幸 長沼町グリーン・ツーリズム運営協議会  

副 委 員 長 干 場 一 正 知識経験者 

 

 

 

 

 

委     員 

木 全 裕 子 空知農業改良普及センター空知南西部支所 

藤 本   勉 ながぬま農業協同組合 

東 山 哲 智 ながぬま農業協同組合 青年部 

中 川 苗保子 ながぬま農業協同組合 女性部 

相 澤 昌 之 長沼町商工会 

増 谷 英 人 長沼町校長会 

田 村 昭 夫 長沼町ＰＴＡ連合会 

武 山 敬 二 知識経験者 

齋 藤 良 彦 長沼町産業振興課長 

奥 塚 美智代 長沼町保健福祉課長 

田 中 正 典 長沼町教育委員会 学校教育課長 

松 下 厚 雄 長沼町教育委員会 学校給食センター事務長 

 

 

３ 長沼町食育推進計画策定委員会開催状況 

 第１回  平成２６年 １月２４日  委嘱状交付、素案概要説明、検討 

 第２回  平成２７年 ２月１６日  修正個所確認、素案内容検討 

第３回  平成２８年 ３月２８日  修正個所確認、原案確認 

  平成２８年 ３月３１日  町長へ検討内容、原案報告 

   

 

〒069－1392 

 夕張郡長沼町中央北 1丁目 1番地 

 長沼町産業振興課 

 TEL 0123－88－2111 

 FAX 0123－88－0888 

 E ﾒｰﾙ sangyoushinkouka@ad.maoi-net.jp 

 


